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食塩 を使わ な い漬物 「ス ン キ 」の乳酸菌群 につ い て

（第 1報）菌の 分離お よ び桿菌群の 同定

　　　　中山　大樹 ・ 小 池　弘子

　　　　（山梨大学工学部発酵生産学科）

Taxonomic　Studies　 on 　 the　Lactic　Acid　Bacteria

Isolated　from ‘‘Sunki”

，
　a　Local　Saltless　Pickle

（1）Isolation　of　 BaCteria　and 　Identificatien　of　Rods

　　　　　　　　　　　 OQki　Nakayama　and 　Hiroko　 Koike

（Department　of 　Food　Technology，　Faculty　of 　Engineering，　Yamanashi　Uni鴨 畑 ty，
　Kofu）

　　　 In　the　Kiso　distriet　of　Nagano　prefecture，　there　is　a　loca工piCkle　called　suaki
’
，
　 a　native

　 vegetable 　 food，　 prepared 　 without 　 brine　 or　vinegar ．　 The　 author 　 isolated　 25　strains 　 of

　 lactic　 acid 　 bacteria　 from　 15　 specimens 　 of　 sunki
’

and 　 five　 specimens 　 of　various 　pickles，

　 obtained 　 from　 the　same 　district，　In　this　 paper　19　strains 　 of　isolated　rods 　were 　identified

　 as 　 fo｝lows：−

　　　 One 　strain 　of　spore 　bearing　rod 　isolated　from　dried餌 η腕 was 　identified　as　B ．　coagulans

　Hamlner．　 Six　strains 　of　hemo・fer皿 entative　rOds 　were 　identif　eed　as　L．　plantarztm（Orla．

　 Jensen） Ho！land
，
　one 　 strain 　 of　 hetero　 fermentative　 rOds 　was 　 identified　as　L ．　budhneri

　 （Henneberg）　 Bergey　et　 a1，　 and 　10　strains 　of　 hetero．fermentative　 rOds 　 L．〜かθ擁 ∫

　 （Orla・Jensen） Bergey　et　al・

　　　 Am αng 　these　strains 　two 　strains 　can 　be　censidered 　as　new 　varieties
，
　 for　 which 　 the

　 authors 　prQpQsed　the　narnes 　of　L ．　plantat「re” z （Orla・Jcnsen）Holland　var ．　sunkorum 　nov ．

　 var ．　and 　L ．　brevis（Orla・Jensen）Bergey　et　al．　var ．　ottxkiensis 　nov ．　var ，　respectively ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

王滝村を中心 とす る長野県 の 木薗谷 （Fig．　1 参照） に 「ス ン キ」とい う潰物が伝 わ っ て い る．そ の詳細は 別報

1） で紹介した が ， 製法などの 大要は次 の とお りで ある．

　食塩を使わ な い 点，原料を加熱す る点およ び， 特に タ ネ を加える点が，ふ つ うの 演物 と非常 に異 な っ て い る．
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　筆者
2） は，か つ て ス ン キ干 しの一片か ら LeuiConastoe

mesei ：te7・Ofdesを分離 し，また 窪田 ら
1） はス ンキ の 主箘 は

酢酸菌 らしい とい っ て い る が，い ずれ も多数 の 試料を扱 っ

たわけで はな く，ス ン キの 菌に つ い て の 総括的な研究は，

まだ行 な われ て い な い．

　 ス ン キ は芭蕉
一

門の 句
4） に あ らわ れ て い る と こ ろか ら も

歴史が古 い こ とが想像され ， 産地が孤立 して お り， 製法 ，

原料ともに 特異なの で，菌学的に検討す る価値が あ る もの

と思われ る．そ ζで 多数の 試料か ら菌を分離した結果，
ス

ン キ の菌相につ い て の 概括的な知見および乳酸菌の 薪変種

を 得 た の で 報告す る．

　な お ， 食塩を使わない 演物が腐 らない 原因，そ の 応用な

どに つ い て は別報
6） で論 じた．

突　験　方　法

1． 試　　料

　1S62年12月およ び翌年 3 月，ス ン キ，ス ン キ干 しおよ び

対照 と して木曽谷産 の動植物の 濃物類を入手 し，別々 に ポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　L　長野県略図　点線内が ス ン キ製造地帯
リエ チ レ ン袋 に 密封 して 持ち帰 り， 直ちに菌 の分離を行な

っ た．試料番号 お よ び 内容を Table　1 に示す．

　試料No．13の正 油豆 は ， 水気の 少 な い 正油 の 醪 に 似 た もの ，
　 No．14の小鳥ウル カ は小鳥の内臓の塩辛で ある，ス

ンキの 汁は，い ずれもpH 　3〜4 の間にあり，静置す ると多量 の 白色菌体が沈降する。菌体は，運動性の ない 稈菌，

球菌また は，そ の 双方か ら成 り，酵母，糸状菌，有胞子大型稈薦な どは，顕微鏡下 で は一例も検出され なか っ た．

Table　1，　 Materials　for　isolation　of 　ba酖eria ，

No．

12

〜6，879

．　，　1011

，12，15131416

〜 1819

，20

Materials PrOdueed　from

Sunki （Saln驪 P玉Ckles）

〃

〃

Driα 玉sunnt

N ”hamdSoxuk8＊

5んoツumame ＊

Ko’on
’．tiruka ＊

SunkiDrled

∫観 たゴ

Prαdueecl　at

IF
。 k。Chim。．Ch。

6taki，mura

〃

〃

〃

1！

Fukus｝オma6cho

Otaki．mura

〃

Date

D   ．’62

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Mar．’63

〃

＊ Akind 　of　salted 　pickles

2，菌 の 分離

　20種類の試料の 各々 に
・
つ き，室温 （2 − 15℃）お よ び30℃ で ， 直接法，加熱法 お よ び 集殖法を試 み た．得 られ

た 菌は麹汁，麹 汁寒 天 お よ び酵母 エ キ ス ・ペ プ ト ン寒天 に 接種して30℃ で 培養 し， 肉眼お よ び顕微鏡下 で 観察し

た．そ の 結果，同一
試料か ら異な っ た方法ま た は異な っ た培養温度で得 られ た菌 が 同一の もの ら し く思 わ れ た と
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きは，直接法30℃ で 分離した 株の み を残 し，他 は リス トか ら除外した．

a ）直接法

　約 19 の試料片に約 5ml の麹汁を加 えて 振 り混ぜ ， その 1滴を用 い て ， 沈降炭酸石灰を加えた麹汁寒天で 3

段希釈平面培養を行 なっ た．

b）加熱法

　 上記 の 試料を浸漬 した麹汁約 1ml ず つ を小型試験管 に

取 り． 2 分間沸騰湯煎 した の ち，そ の ま s 集殖培養 し，・液

の pH が 低下 し た もの だ け，上 記 に準じ平面 培養 した．

c ）集殖法

　 上記 a ）．b）の 残りを，麹汁に 試料片が入 っ たま S 集殖

培養 し，上 記 に準 じ平 面 培 養 した，

3． 分離菌の同定

　 一般的な試験 icは ア メ リカ細菌学会の方rki），生成物試

験 に は片桐 らの 方法り を準用 した．ガ ス発生試験 に は，沈

澱 した菌体か ら出 るガス を残らず捕集する よ うに股計した

改良型ア イ ン ホ ル ン 管 （Fig．2）を用い，胞子形成試験に

は酵母 エ キ ス 寒天斜面を用 い た．

　 耐塩試験および適温試験は，
Bllg．7°

の麹汁 5 烈 に 菌

を接種 して 30℃ で 培養し， 7 日後 に N ／10NaOH で 滴定

して生酸量を比較した．

寞　験　結　果

A B

Fig．2．　Ordinary　Einhe皿 （A ）and

improvod（B）fermentation　tube．

1．菌の 分 離

　室温で 分離 され た もの は，す べ て 30℃ で より早 く生育 し，形態的に も30℃ で 分離 され たもの と同 じらしく思わ

れ た の で ，リス トか ら除外 した，

　加熱法で 得 られ た有胞子乳酸菌 1株は ， 直接法に よ っ て得 られ t もの と同一らしく思われ た の で，リス トか ら

除外 した．

　30℃直接法で 得 られ た菌 は ， 試料番号 を そ の ま 》 菌番号 と し， 集殖法 で 得 られ た菌は直接法 に よ るもの と同
一

と思われ る ものを除き， 試料番号に L をつ けて菌株番号とした，

Table　2，　 Types 觚 d ロu皿 be路 of　lactic　acid 　bacter血 igobted．

Group

Spore　bearing　 rod

Homiermentative　 rods

Heterofermentative　 r｛Xh

Tetracocci

H （nnoferrnentative 　strept     ci

Hetero　　 〃　　　　　　〃

　 o．
Isdlated1

6

11

5

11

Straln　 ne ． 1 Souree

｛ii
　 1・L β・L，17

｛　 12

　 19，L

、1

20

　2，5，16，17胃］し

｛　 10

　 14

　1，3L β，6，7，8，16．L，18．L

Dried　 Stinhe
’

SankiDried
　 5露π た‘

KetOri　 uraka

5纏 雇

D虹ed 　5婀 ki
5加γ跖   η昭

ハ巌 4幡 σ騾 ゐθ

s襯 kiNdeka

幡 o潴 θ々
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　な お ， い ずれ の場合も平板上 に は乳酸菌の 集落が ほ とん ど純粋培養 に 近 い 形で あ らわれ たの で ， そ れ以外の 集

落は コ ン タ ミナ ン トとみなし，リス トに 入れなか っ た．以上の よ うに して得 られ た26株の乳酸菌を ， 形態およ び

ブ ドウ糖 に対す る発酵型式 に よっ て Table　2 の よ うに大別した．

2， 有胞子乳酸菌の同定

　寒天表面 に よ く生育 し， 集落 は 小円形 ， 白色バ ター状， 液体培養は一様 に混濁 し，の ち に 沈澱を生ず るが菌膜

を作 らな い．

　栄養細胞は2〜 3XO ．8・vlp ，円端で 単在また は短連鎖 し，グラ ム 陽性，抗酸性な く，莢膜 もな い．少数 の周毛

があり， 運動性が ある．ブ ドウ糖 0．3 ％以下の酵母エ キ ス 寒天上で 胞子を作 る．胞子 は 1．5× 0．9p，長円形 で 端

在する．

　適温 は40〜5〔PC ，60℃ にも生育するが，65℃ で は生育しない 。通性好気性．好塩性な く， 硫化水紫，イ ン ドー

ル ，ガ ス ，色素生産挫は，い ずれも陰性．ゼ ラ チ ン ，澱粉 お よ び カ ゼ イ ン 液化性は ，
い ずれ も微弱．カ タ ラーゼ

強陽性，硝酸還元性あり， リ トマ ス 牛乳を赤変凝固する．

　麹汁の pH を 4．2 に 下げ，炭酸石灰 で 中和 す れ ば，消費糖 （ブ ドゥ 糖）の 92％を右旋性 （L）乳酸 に，　 O．2％

を酢酸 に変える．

　ア ラ ビ ノーズ ， キ シ ロ
ーズ ， 果糖， ブ ドウ糖 ， 麦芽糖，乳糖，

マ ニ トール か ら強 く，ガ ラ ク トーズ ， シ ョ 糖 ，

ラ フ ィ ノ ーズ ， トレ ハ ロ ーズ ， 糊精， グ リセ ロ
P・ル

，
α メ チ ル グル コ シ ドか ら弱 く生酸 し， ラ ム ノーズ，澱粉，

イ ヌ リ ン
， ソ ル ビ ッ トか ら生酸 しな い ．

　以上 の結果から， No，20株は LactobaciZaus　thetvieophilus 　Ayes 　et 　Johnson，　L．spmegvnes 　HoroWitz・Wlassowa

and 　 N 。w 。teln。w ，　 Bau
’
Uas　 dextrolacticus　 Peterson　 and 　 Johnson，　 B ．　 thetvivaacidurans 　 Werkman 　 and

Andersen また は B ．　coagulans 　 Hamrner と して 襤 され て い る好雉 有胞子撒 菌 ）゚ と近縁 の もの と考え ら

れる．
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3．　無胞于霧薗騨 の共這性質　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L．

　寒天表面 の 生育は不良 ， 穿刺孔 に沿 っ て よ く生育す る．集落 は 白色針頭状．液体培養は，は じめ一・様に 混濁し，

後に沈澱を生ずるが 菌膜を作らない．無糖肉汁に はほ とん ど生育 しない．グ ラ ム 染色腸性 で，、抗酸性な く， 莢膜

な く， 運動性もな い．

　い ずれ も好塩性な く （Fig．4 参照 ）， 通性嫌気性で ，硫化水素 ・イ ン ドール ・色素生産性， 硝酸還元性，
ゼ ラ

チ ン ・澱粉水解， 牛乳凝固， シ ョ糖粘化性， カ タ ラーゼ 反応 は ， い ずれ も陰性．ブ ドウ糖，ガ ラ ク トーズ およ び

果糖か ら強 く生酸する．No，18−L株をの ぞ き， 適温は 30℃ で あ る．（Fig．3参照）

　以 上 の 点か ら，い ずれ も LUttabacili；cs　BeijerinCk に 属 すべ きもの と思 わ れ る．

4． ホ モ発酵型乳殿穉菌の 閲定

　N α 10株は 1．5〜2× lp の 短釋菌，他は 2・v3XO 。7〜1μ の 稈菌で，い ずれ も円端，単在または短連鎖 し，横に

相寄 っ て 茂状 に見え るこ ともあ る．培養が古 くな る と，糸状，球状，勾玉 状 ， 棍棒状な ど の 異常形態をあらわす

こ とが多い．

　ブ ドウ糖か らガ ス を発生せ ず ， 麹汁の 娼 を 4．0以 下 に 下げ，炭酸石灰 で 緩衝す る と，消費 した ブ ドウ糖の 90

％以 上を光学的不活性乳酸 に変える．据発酸 の 生成 は痕跡的．

糖類発酵性は Table　3 の とお りで ある．

Table　3．　 Fermentability　of 　homo−fermentative　r（由 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Acid　fromh⊃Strain　 Titrableの

N 。・ aCidity 　 AXG 、 FS 。 MIL 斑 T   DSt 　 l　 SbM 。 ．Gl、aM

ml ／10ml

2510141617

−L

8．316

．38

．05

．610

．49

．8

＋　   　 ＋

＋　   　 ＋

＋ 　 ＋ 　 ＋ 　 ＋　 e 　＋ 　 ± ± 　e 　∈） ＋　±

十　　十 　 十　　十　 十　　十 　 十 　 ± 　　± 　　±　　十 　　十 　　十

    ＋ ＋ ＋ ± ± θ ＋ ＋ ±

士
一 士 ＋ ＋ e ＋ e ±

士   ＋ ＋ ± ＋ ee ＋

土   ＋ ± ＋ ＋ θ e 一

±

士

e 　e 　 ＋

e 　θ　＋

士　 十　 ±

＋ e 　一 士

　　　　　 s） 10　 rnl　of 　gLu。Dse 　br。th　was 　ti管 ated 　with 　N ／10　NaOH

　　　　　b）　　十 ：ACid　rnode 【ate ，± ； 8canty ，　一； none

　　　　　　   ，e ：Mfferent　frorn　starTdard　description

　　　　　　 of　L ．　Plantarvm （Orla・Jensen）Holland

　　　　　　 A ： arabinose ，　X ： xylose ，
　 Gt ： gaユact（me

　　　　　　 F ： 廿uctoge ，
　 Sc： sucrese ，

　 Ml ： rnaltose，　L ：lactose，
　 Rf： rafinose ，　 T．　 trehalose ，　Rm ：

　　　　　　　　 rhamnose ，
　D ； dextrine，　St： soluble 　starCh，1，　inuline，　Sb：sorbitel，　Mn ： rnannitoi ，

　　　　　　　　 Gl： glycerol，αM ： α・methylglucoside ，

　 い ずれもホ モ 発酵性の乳酸稗菌で 好熱性な く， 牛乳に作用せず，ある程度 ペ ン トーズ 発酵能があり，ラセ ミ乳

酸を作 るの で ，L．　Plantavm型と考え られ が，　 Table 　3 の ○印の とこ ろが，典型的な L ，　Plantaramと異な

っ て い る．中 で もNo．10ixは ア ラ ビ ノーズ を発酵 しない の で L ．　Plantaram （・”L ．　 arabinosus ）の 中に 留あ る こ

と は 困難で あり，分離菌株数 は少 な いが ， 新変種 とす るの が妥当で あ る と考え， L，　Plantantm　var ．　secnkorZtm

nOV ．　var ．と命名 す る こ とを 提唱 す る．

　　Description　of 　LactobaciZaus　plantarum （Orla・Jensen）Hotiand　var ．　sμ nkorufn 　nov ．　var ．

　　Rods，1．O　by　 1．5　microns，　occurring 　 singly　 or　 in　shQrt 　 chains
，
　 wlth 　rounded 　 ends ．　 Under　 adverse

conditions 　tend 　to　be　longer．　 Non 【notile ．　 Gram 　positive．
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　　Gelatirt　Stab
’
： No　liguefaction．　 Agar　slant ： G：owth ，　very 　faint．　 Bm 止 ： Tutbid，　dea 血 g

．
after 　 a　few

days．　 Litmus 　milk； Uad 鳳   ed．

　　ACid　prOdueed　f：om 　xylose ，　glucose， 缶ロctose ，　galactoee，　sucrvse ，．　trdlalose ，　rhamnese ，
　glycero且， 跏 d　lesser

extent 　frcu1  1to6e，　lactose　and 　dextrin．　 Arabinose，　rafinose ，
　starCh ， 三nulin ，

　sorbitol　and 　ap．methylglucoside

not 　fermented．

　　Lactic　aCid　pr ・duced， ・ptically　inflctive　 Nitrites　 n ・t　pr・ clu・e ［1　from　nitrates ．　 Catalase　negative ．

　　Temperature　re ！ations ： Optimum 　30°C，
　growth 　poor　below　15℃ and 　 above 　37eC ，　 maXimum 　38℃ ，

　　Source ： kolated　frorn　dr童ed 　sunki
，　a　natlve 　saltless 画dde8　in　Japan．

　　Deviation　from　the　original　description　ef 　L ．　plantarum： No 　aCid 　from　arabinose ．

5． ヘ テ 囗 艶酵型甼Ln稈薗の同定

　 2 〜4XO ．7削1μ の稈菌 で，
．
い ずれも円端， 単在また は短連鎖す る，ブ ドウ糖か ら炭酸 ガ ス を発生 し， 消費糖

の 40〜50％を ラセ ミ乳酸 ｝ζ変え る．発酵性糖類は Table　4 の とおりで あり，
　 No．18−L 株の み は ， や s 好熱的で

あ る．

Table　4．　Fe皿 entability 　of 　hete【o・fermerltative　rociS，

St画 n 　 Tit血ble＊
N α 　 韻 而 　 AXGtFS 。 MIL 磁

Acid　from＊

TRm 　 D 　St　 I　 Sb　 Mn 　 Gl　dM

ユ

ml ／10rn1IL6

2−・L 　 　 e．3

3678913159．716

。89

．68

．76

．35

．610

．8

16−L 　　　12．9

18−L 　　3．6

十　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十　　十

十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十

十　　十 　　十 　　十 　・÷ 　　十 　　十 　　十

十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　
一
｛
一
　 十 　　十

± 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　十

十 　 十 　 十 　 十 　 十 　 十

十 　　十 　　十 　　十 　　十 　　→一　 十 　　十　　十

十 　 十　 ± 　 ± 　 士 　 十

土 　 十 　 ± 　 十 　 ± 　 十

±　 十

十 　　± 　　十 　　十 　　十　　十 　　十 　　十

十

十 　　十　　±　　十 　　十 　　十　　十　　十　　十

±　 ゴ：

±

±

± 　 士

± 　 ±

±

± 土

十 　 士

十 　 ±

± 　 十 　 ±

十 　 十

十 　 十

十

十

十

十　 ±

十
．

十 　 十

± 　 ± 　 十

十 　 ± 　 十

＊

　＊Foot−notes ，　the 　same 　as　the　preoeding　table．

　Bergey’s　Manual9 ） で は ，
ヘ テ ロ 乳酸騨菌は 好熱型 と非好熱型 に 大別 され ， 非好熱型は 3種 に 分け られ て い る．

非好熱型の うち， L．　PastoriUt：us は・長桿菌 で ある こ とを特徴 とす るが，ス ン キ な どの菌 は，い ずれ もこ れ に 該

当 しな い．L．　buchneri はや 〜 好熱的で あ り，
　 No．18−・　L株以外は ζ れ に該当 しない．

　No，18−L 株をの ぞ けば，い ずれ も形態お よ び適温の 点で，残 る 乙．　breVt
’
s に一致す る．ペ ン トーズ 発酵性が，

L．brevisの 大 きい 特徴で ある が，　 No ．8株をの ぞ けば，こ の 点もよ く一致す る．　 Bergeゾs　 Manua1 は，　 key の

上で の み ，
L．　brevisに ラ フ ィ ノーズ ， シ ョ糖お よ び 乳糖に対す る非発酵性が強調 され て い る．しか し，種 の 記載

で は L ．brevisは ζ れ らを発酵 して よい こ とに な っ て おり，北原
le）も，こ れ らの 発酵性を許 して い る．した が っ て ，

や 、 好熱的なNo ．−18L株お よび ペ ン トーズを発酵 しない No，8株を除 け ば L．　brevt’i （Orla・Jensen）Bergey　et　al．

に 入れて よかろう．

　No．8 株はペ ン トーズ を発酵 しな い の で ，発酵性の 点 か らは L．　fetViienti　BeijerinCkまた は，北原 の 分類表
lu）

の ム betdelbrackii （Leichrnann）Be三jerinckに 近 い が，好熱牲が ま っ た く無い の で ，類隷関係 は遠 い と考 え ら
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れ ， む しろ L ．bUevis （Orla・Jertsen）Bergey　et　aL　var ．　otakiensts 　nov ．　var ： とす る e とを提唱す る．

　No．18−L．株は ， や s 好熱的な点は L．　fermenti　Beijerinck　Iζ近 い bS，ペ ン ト

’
r ズ を発酵す るの で ，　Lf，’brevis

との 中聞種で あ る ゑ buehnen’（Henneberg）Bergey　et　al．9） とす るの が妥当で ある と思われ る．

　　Deseription　of 　Lctctobaci”a5 　brevis （Orla・Jensen）Bergey　et　a1，　var．　etakiensis　nov ．　var ．

　　Rods， 〔）．7　to　1．0　by　2．0　to　4．（）micrens，　with 　rounded 　endS ，　o   uπ i  s三ロgly，　in　Chort　chains 　ancl 　occasionally

in 創 a1nents ．　 Non 　motile ．　 Gram 　positive．

　　Gelatin　stab ： No 　liquefaction．　Agar　slant ： Growth，　falnt．　Broth： Turbid
，　clearing 　after　a ｛ew 　days．

Litmus　milk； U 皿 changed ．

　　Add 缶。m 　glu。。se・　fruct・se ，　gaiact。 se
，

・ucr 。・e ，
・m ・lt・se，　lact・・g　・a 伍 n ・ se，　gly鰤 ・1・nd ・z・methylgluc ・・ide，

slightly 　aCid　from　dextrln　and 　stardh
，　does　not 　feロnent 　arabinose ，

｝【ylose，　trehalose，　rh   α se，　inulin，
sorbitol　 and ロ lann 三tol．

　　Lactic　aCid 　 PSOdueed 。ptically　 inactive； acetic 　 acid
，
　 ethyl　 al。ohol　 and 　 carbOn 　 di。utide 　 formed　 in

fe皿 entatien 　of　glucose．

　　Nitrites　n 。t　pr・ clueed 　fr呱 ・ nitrates ，
。atalase 　negative ．

　　Temperature　relatiens ： Optirnum　30°q　Growth　poor　below　15
°C 　昌 nd 　above 　37°C．　 Maximum 　 40 °C ，

　　Souroe： 1501ated　from　sunki ，　a　native 　saltless 　pickles三n 　Japan，

　　DeViation　from　the 　original 　description　o 壬L．　bl「evt’s ： No　acid 　from　arabinose 　and 】cylose ．

考 察

　木曽の ス ン キ は孤立 した環境 の 中で 数百年以上 に わた っ て 存続 して 来 た発酵産物な の で ， 特定 の 特異な乳酸菌

が主菌叢をな して い る の で は ない かと想像されたが，今回 の実験に よ り，
ス ン キ の主菌叢は， 適温 の点 で も，醗

塩性の 点で も，それ ほ ど特異なもの で は な い こ とがわか っ た．

　しか も， ス ン キ に はきわ あて広 い 領域 の乳酸菌 が 関与 して おり，常温型乳酸菌の室準 で あるこ とがわか っ た ．

今回分離され た乳 酸稈菌 は 同一種 の 中で も，糖類発酵性が 同 じもの は一組 もな く， 乳酸 の旋光怪， 適温などの

本質的な点 は そ の ま S で， ペ ン ト
ーズ発酵能を失 っ たと思われ る株さえ得 られた．分離の時湖を変え ， あるい

は多数の 試料を扱え ぱ，さらに多様な乳酸菌が得られる可能性がある．

要 約

　長野県木曽地方特産 の ， 食塩を使わな い 演物 「ス ン キ」 お よ び 同地方産 の動 ・植物原料 の 漬物類合計20点か ら

菌を分離し， 特に そ の中の輝菌群 につ い て 同定 し，次 の 知見を得た．

1）ス ン キの菌叢はほ とんど乳酸菌の みか ら成 っ て い る．

2 ）分離 され た菌は ， 次の25株で あ る．B．　coagtclans 　Harnrner　1株 ，
　L，　Plantaram （Orla　Jensen）Holiand

　6株，L ．　imchneri（Henneberg）Bergey　 et　 aL 　 1株 ，
　L ．brevis（Orla・Jensen）Bergey　et　 a1，10株， 四連球菌 5株，

　連鎖球状菌 2株．

3）分離され た 乳酸稈菌類は，い ずれも糖類発酵性 の 上 で 標準株の 記載と一致 しない 点が あるが ， 中で もNo．　IO

　および No．8 の 2株は ア ラ ビ ノ
ーズ 発酵性を欠 い て い るの で 新変種 と認あ ， そ れぞ れ L ．　Plantalum　var ．

5nnkonim 　nov ．　var ．および L．　brevis　var ．　o露罐 鋤 廊 nov ．　var ．とす る こ とを提唱 した，

　本 研究の 費用の 一部は 文部省科学研究 費に よ る もの で ある こ とを附配 し，綜合 研究代衷者北 原覚雄教授 ， 種 々 御指導 を

賜わ っ た 本学発 酵化学 研究 施設長小原巌教 授，試料入手につ い て 多大 の お世 話 を頂い た 小瀬村大滝 村長， 大場技師は じめ

木 曽谷 の皆様 iζ深謝す る，
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